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新
成
人
を
祝
お
う
と
南
あ
わ
じ

市
成
人
式
が
一
月
七
日
、
文
化
体

育
館
で
行
わ
れ
、
五
百
五
十
三
人

の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
田
市
長
が
「
一

人
ひ
と
り
の
行
動
が
変
わ
れ
ば
世

界
が
変
わ
り
ま
す
。『
夢
、
知
恵
、

パ
ワ
ー
』
を
持
ち
続
け
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

新
成
人
を
代
表
し
て
木
下
稔と
し
き基
さ

ん
か
ら
「
南
あ
わ
じ
市
で
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
へ
の
誇
り
と
、
両
親

や
地
域
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
、
成
人
と
し
て
力
の
限

り
頑
張
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
で
組
織
す
る

実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲舞台でお礼を述べる成人式実行委員の皆さん

３
年
間
で
の
べ
千
二
百
教
室
開
催

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
が
終
了

市政ひろば

「
二
十
歳
の
主
張
」
で
は
、
社
会

人
と
し
て
働
く
新
成
人
か
ら
、
社

会
の
厳
し
さ
や
感
謝
さ
れ
る
こ
と

の
喜
び
、
ま
た
一
人
暮
ら
し
で
勉

強
に
励
む
学
生
か
ら
は
両
親
や
友

人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
地
元
の
若

者
ら
で
作
る
阿
波
踊
り
グ
ル
ー
プ

「
亥こ

く
し子

」
が
見
事
な
踊
り
を
披
露

し
、
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
は
昨
年
四
月
か

ら
、
の
べ
十
回
に
わ
た
る
企
画
会

議
を
実
施
。
昨
年
度
の
実
行
委
員

と
の
引
継
ぎ
を
兼
ね
た
交
流
会
や

記
念
植
樹
、
前
夜
祭
イ
ベ
ン
ト
で

団
結
を
深
め
、
こ
の
日
に
臨
み
ま

し
た
。
当
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
昨
年
度
の
実
行

委
員
や
来
年
以
降
に
成
人
を
迎
え

る
若
者
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
駐

車
場
や
会
場
の
整
理
な
ど
を
務
め

ま
し
た
。

誇
り
と
感
謝
を
胸
に
、
新
成
人
が
誕
生
南
あ
わ
じ
市
成
人
式
を
開
催

楽
天
の
片
山
投
手
が
母
校
に
寄
贈

野
球
用
屋
根
付
ベ
ン
チ

　

南
あ
わ
じ
市
出
身
で
プ
ロ
野

球
・
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
所
属
の
片
山
博ひ
ろ
し視
投
手
か

ら
、
母
校
の
三
原
中
学
校
に
野
球

用
の
屋
根
付
き
ベ
ン
チ
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。

　

片
山
投
手
は
、
同
校
野
球
部
を

経
て
報
徳
学
園
高
校
に
入
学
。
全

国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
大
活

躍
し
、
昨
年
、
ド
ラ
フ
ト
一
位
で

楽
天
に
入
団
し
ま
し
た
。
母
校
へ

の
恩
返
し
と
し
て
昨
年
三
月
、
ベ

ン
チ
二
基
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

一
月
十
五
日
に
母
校
を
訪
問

し
た
片
山
投
手
へ
辻
川
一
之
校

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

同
部
員
か
ら
も
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
片
山

投
手
か
ら
は
「
淡
路
島
か
ら
で
も

プ
ロ
に
行
け
る
。
あ
き
ら
め
な
い

で
、
何
事
に
も
し
っ
か
り
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
後
輩
た
ち
を
激

励
。
地
元
か
ら
の
応
援
に
も
「
試

合
に
勝
つ
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲寄贈を受けた屋根付ベンチと片山投手
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オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド  

一
部
開
通

　

南
淡
路
広
域
農
道
（
通
称
「
オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
」）
で
、
こ
の
ほ
ど

賀
集
福
井
の
６
８
０
ｍ
の
区
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
阿

万
上
町
か
ら
賀
集
生
子
ま
で
の
区
間
が
通
行
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
は
洲

本
市
千
草
か
ら
南
あ
わ
じ

市
阿
万
ま
で
の
約
19
・
６

㎞
の
農
道
で
す
。

　

農
業
機
械
の
大
型
化
に

よ
る
農
産
物
の
集
出
荷
の

効
率
化
を
図
る
た
め
平
成

６
年
に
着
工
、
現
在
約

８
・
４
㎞
の
区
間
が
通
行

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
全
線
開
通
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

問
県
洲
本
土
地
改
良
事
務

　

所
☎
26
・
２
１
２
１

阿万上町

賀集生子

大日川ダム

大日ダム

大
日
寺

南
淡
路
病
院

開通区間位置

開
通
区
間

（
68
0ｍ
）

北阿万小学校

至灘

至国衙
至洲本市千草

北阿万連絡所

生子神社

理研化学工業

県
道
洲
本
灘
賀
集
線

大東自動車工業

▲成人になった喜びや決意
　を語る「二十歳の主張」

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
開
催
さ
れ

て
き
た
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
」
事
業
が
今
年
度
末
で
終
了
を

迎
え
、
一
月
十
三
日
に
は
三
原
公

民
館
で
十
八
年
度
の
修
了
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

修
了
式
で
は
、
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
小
林
昇

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
塚
本
圭
右
教

育
長
の
祝
辞
に
続
き
、自
然
科
学
、

不
思
議
発
見
、
料
理
の
達
人
の
各

コ
ー
ス
を
修
了
し
た
子
ど
も
た
ち

七
十
六
人
に
小
林
会
長
か
ら
修
了

証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

料
理
の
達
人
コ
ー
ス
を
修
了
し

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

　

文
部
科
学
省
委
嘱
事
業
と
し

て
、
小
学
生
を
対
象
に
し
て
放
課

後
や
祝
祭
日
な
ど
に
安
全
に
安
心

し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
と
し

て
公
民
館
な
ど
で
活
動
を
展
開
。

地
域
の
人
々
の
協
力
に
よ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち

の
自
主
性
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

◆
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
え
た

み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
＝
岡
鼻
あ
か

ね
、
鴻
原
治
子
、
大
浜
宏
美

ス
タ
ッ
フ
＝
馬
部
節
子
、原
祐
加
、

石
川
智
子
、
北
野
有
規
、
小
林
照

代
、
大
谷
由
香
、
久
次
米
祐
里
子
、

森
本
雄
介
、
前
川
昴
祐
、
登
美
穂

た
中
尾
麻
結
さ
ん
（
松
帆
）
が

「
み
ん
な
と
協
力
し
て
作
っ
た
こ

と
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
今

ま
で
教
え
て
く
れ
た
こ
と
を
生
か

し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
十
九
年
度
か
ら
は
「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

▲里山の基地作り▲フラワーアレンジメントでお正月と
　クリスマスの飾りづくり

▲アウトドアクッキング（パン焼き） ▲たまねぎなどを使って草木染。
　アイロンをあてると出来上がり

▲書道教室

▲バレンタインディチョコレート作り

▲カブトムシの採集に出かける子どもたち

▲赤く実の熟したヤマモモの採取


